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　庭にはの芭蕉ばせをのいと高たかやかに延のびて、葉はは垣根かきねの上うへやがて五尺ごしやくもこえつべし、今歳ことしはいかなれば斯かくいつまでも丈たけのひくきなど言いひてしを夏なつの末すゑつかた極きはめて暑あつかりしに唯たゞ一日ひとひふつか、三日みつかとも数かぞへずして驚おどろくばかりに成なりぬ、秋あきかぜ少すこしそよ〳〵とすれば端はしのかたより果敢はかなげに破やぶれて風情ふぜい次第しだいに淋さびしくなるほど雨あめの夜よの音おとなひこれこそは哀あはれなれ、こまかき雨あめははら〳〵と音おとして草村くさむらがくれ鳴なくこほろぎのふしをも乱みださず、風かぜ一ひとしきり颯さつと降ふりくるは彼かの葉はにばかり懸かゝるかといたまし。雨あめは何時いつも哀あはれなる中なかに秋あきはまして身みにしむこと多おほかり、更ふけゆくまゝに灯火ともしびのかげなどうら淋さびしく、寝ねられぬ夜よなれば臥床ふしどに入いらんも詮せんなしとて小切こぎれ入いれたる畳紙たゝうがみとり出いだし、何なにとはなしに針はりをも取とられぬ、未まだ幼いとけなくて伯母をばなる人ひとに縫物ぬひものならひつる頃ころ、衽先おくみさき、褄つまの形なりなど六づかしう言いはれし、いと恥はづかしうて是これ習ならひ得えざらんほどはと家いへに近ちかき某それの社やしろに日参につさんといふ事ことをなしける、思おもへば夫それも昔むかし成なりけり、をしへし人ひとは苔こけの下したになりて習ならひとりし身みは大方おほかたもの忘わすれしつ、斯かくたまさかに取出とりいづるにも指ゆびの先さきこわきやうにて、はか〴〵しうは得えも縫ぬひがたきを、彼かの人ひとあらば如何いかばかり言いふ甲斐がひなく浅あさましと思おもふらん、など打返うちかへし其そのむかしの恋こひしうて無端そゞろに袖そでもぬれそふ心地こゝちす、遠とほくより音おとして歩あゆみ来くるやうなる雨あめ、近ちかき板戸いたどに打うちつけの騒さわがしさ、いづれも淋さびしからぬかは。老おいたる親おやの痩やせたる肩かたもむとて、骨ほねの手てに当あたりたるも斯かゝる夜よはいとゞ心細こゝろぼそさのやるかたなし。
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